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なぜ今 ｢認知と社会｣ か?

背景: 言語変化の ｢加速化｣ (?) と ｢見える化｣

｢個｣ と ｢集団｣ のダイナミズム (Cf. 第三の現象: Keller 1994)
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｢社会｣ とは?

社会 個人

自然

複数の個人がかかわる
関係/構造/etc.*

自然法則 (因果律) に
支配されない現象**

*個人の規範意識，
社会的推論

**カオス，複雑系
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｢社会｣ のスケール

社会

言語コミュニティ

コミュニティ (小集団)

ピア

規範意識・社会的推論

インタラクション
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｢認知｣ とは
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バイアス

知識

意識

無意識の認知的クセ

経験の蓄積

メタな判断

よく使う表現はなるべく
短い方がいい (経済性)

よく聞く表現形式
なので定着する

｢間違った表現｣ だとされて
いるので使用を避ける

｢ら抜き｣ の促進

｢ら抜き｣ の抑制
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創発・伝播・規範

創発
emergence

伝播
diffusion

規範
norms

社会の中で
新たな構造等が
生まれる

創発した
構造等が社会に

広まる

共有された
構造等が

｢正解｣となる

その場限りの
新奇用法?/

ローカルな用法?
ad-hoc/local 
innovations?

一時的な流行?/
誤用?

temporal 
innovations?/

misusage?

創案
invention

即興
improvision



8

4話題提供の位置づけ
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# 話題提供者 社会 認知 社会-認知

1 中村 言語コミュニティ バイアス，知識，意識 伝播・規範

2 Spreadbury コミュニティ バイアス，知識，意識 伝播・規範

3 堀内・土屋 コミュニティ バイアス，知識，意識
創発・伝播・

規範

4 吉川 規範意識 バイアス，意識 規範
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本ワークショップの構成

スケジュール (予定)
0. 導入 (吉川):趣旨説明と問題提起 [10分] ☚イマココ
1. 話題提供1 (中村) [25分]
2. 話題提供2 (Spreadbury) [25分]

--休憩 -- [5分]

3. 話題提供3 (堀内) [25分]
4. 話題提供4 (吉川) [25分]

--休憩 -- [5分]

5. 全体討論 [30分]
※質問・コメントはオンラインで投稿 (次スライド参照)
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質問・コメントの投稿

以下 Google フォームをご利用ください:
https://forms.gle/etV2YWPWJeM7HNsQ7
フォームからの投稿が不可能な場合は
全体討論時に挙手の上口頭でご質問
ください

╚ ※吉川の researchmap (https://researchmap.jp/yoshikawacademia) の
「研究ブログ」にも掲載
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https://forms.gle/etV2YWPWJeM7HNsQ7
https://researchmap.jp/yoshikawacademia
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*提言

是非，学会誌特集号で
「社会と認知」を!
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